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欠測データ解析の仕組みの理解については今だに混乱があるように見受けられる。統計
学理論に習熟しないと正確な理解に到達できないのではないか。たとえば，(Yobs, Ymis)と
いう記法に戸惑う。この記法は統計ユーザの直観的理解を助けたが，背景理論をおさえ
たい学者や実務家を混乱させている。MAR(misssing at random)とは，観測変数を与え
た下で欠測変数と欠測 (指標)とが独立である，という誤解がある。強い意味で識別可能
(strongly ignorable)とMARとの関係に悩む。筆者は，欠測という状況が（数学でいう）
可測とどのような関係があるのか，よくわからなかった。本講演の前半では，欠測データ
解析の基礎的な事項や概念をレビューし，正確な理解を確認する。
後半では，欠測による推定量の (漸近)バイアス評価の重要性を指摘する。欠測値データ

真 モデル
傾向スコア E(Ry|X) e(X)

回帰 E(Y |X) m(X)

解析に関する重要な成果である二重頑健推定法 (Bang
& Robins, 2005)を考える。観測ベクトル (Y,X)にお
いて Y が欠測し得るとし，真の傾向スコアと回帰を
E(Ry|X)，E(Y |X)とする (Ryは欠測指標変数)。この
とき，μy = E(Y )の二重頑健推定量 μ̂

(DR)
y は，E(Ry|X)

またはE(Y |X)のどちらかを正しく特定することができれば (漸近)不偏推定量になる，と
いう魅力的な性質を有する。二重頑健性の証明は，推定量のバイアスを
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⎤⎦+op(1)
と表現すると，よく理解できる。この公式から二重頑健推定量の性質に接近できる。
尤度に基づく推定量 θ̂ := argmax

θ∈Θ
L(θ|Yobs)はMARの下で漸近不偏であることが証明

されている。ではMARが満たされないときどのようなバイアスが生じるのか。そのバイ
アスはMARの満たされない程度と関係するのではないか。バイアスを減少させることが
期待される補助変数 (auxiliary variable)の導入は有効なのか。Kano(2015)の結果を中心
に推定量のバイアス評価の方法を展開する。
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